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ハトムギの現地検討会を開催 
                  刈り取り期の確認と作柄について検討  

 令和３年９月２２日、三潴町農協ハトムギ生産部会の役員６名と農協の指導員、普

及センターの普及員と全国ハトムギ生産技術協議会会長手塚隆久氏がハトムギの現

地検討会を実施しました。 

 ハトムギ生産部会は部会員は１９名で、令和３年度は２６ｈａを作付けし、県下で

最大の産地です。今年は播種後の乾燥や８月の大雨で生育が抑制され、収量はあまり

期待できない状況です。収穫時期は１０月５～１０日と見込まれ、農家は水稲の収穫

作業との段取りの調整を進めることとしました。 

 ハトムギはペットボトルやティーバッグの茶、ミソに加工され、三潴町農協の購買

店で購入できます。化粧品や焼酎、ギョウザ、アイスなどの商品が開発されてますが、

まだまだ地域では広く知られていません。三潴町産のハトムギを知ってもらい、消費

を喚起しなければなりません。 

 普及センターはハトムギ生産技術協議会などと連携して技術を収集し、生産者を支

援します。 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/ 

 

地域振興課   水田農業係  

現地検討会の様子、左端が手塚先生 今年のハトムギの様子 


